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本誌 は,SydneyGregoryを編集責任者
と し,デ ザ イ ン研 究 学 会(DesignRe-
searchSociety)の協力 もと,連 合王国
のIPCScienceandTechnologyPress社
よ り,1979年7月に創刊 されている。現在
は,出 版社がButterworth-Heinemann社
に変わ り,編 集責任者 はNigelCrossであ
る。他 に,4人 の共編者 と内外 か ら選 ばれ
た10人あま りで編集委員会が構成 されてい
ることは創刊当時 と変わ りはない。その構
成員の専門は,建築,経 営科学,デ ザイン,
工学など,多岐にわたっている。
創刊にあたって,S.Gregoryは本誌の
意義について,国境を越 え,それぞれの専
門の枠を越 えて 「デザイン」についてのア
イデアと知識を交換する場をつくり,あら
たな可能性 を切 り開 くことにあると述べて
いる。 したがって,「デザイン」をあまり
厳密に定義 し過ぎることを避け,排他的に
なるよりも総括的に捉えようとする。デザ
インを一人一人の人間が自分を取 り巻 く環
境,あ るいは,さ まざまな困難や変化に対
処するために,適応 しようとする手続きで
あり手段であるという,最 も一般的な次元
で捉えようとする。デザインは行動のため
の計画である。そして,すべての人々にと
っての技術であり活動であるとする。
デザインに関する知識,方 法,価値観,
その効果などがますます多様になり,かっ
複合的になりつつあるとき,デザイナー,
デザイン管理者,デ ザイン教育者,研究者,
その他の人たちが一同に会 し,共通の基盤
にたってデザインの本質,そ の効果,社 会
における役割などについて,領域の内と外
か ら議論を展開する。そして,その複雑さ
を解明し,この分野のさらなる発展を期す
というのが,デザイン研究学会そのものの
目的であり,本誌発刊の趣旨でもある。
本誌は季刊誌であり,各号平均6～7篇
の論文が掲載されている。工学設計,工業
意匠,建築,デ ザイン理論に関連する研究
論文が対象にされている。言うまでもな く
論文はすべて査読 を受けたものである。
最近6年 間に発刊されたものだけを見て
も,執筆者の国籍は20あまりにおよび,当
初の計画どうり世界的である。そのほとん
どは大学およびその研究機関に所属してい
る。企業に所属している者は2,3を 数え
るに過ぎない。その専門分野 としては,デ
ザインは勿論のこと,機械工学,建築関係
が比較的目だつが,認知科学や教育学,情
報工学,計 算機科学なども含まれている。
執筆者の国籍で,目だって多いのはアメリ
カ合衆国,連合王国であるが,次 いでオー
ス トラリア,オ ランダが続いている。旧ソ
連やサウジ ・アラビア,中華人民共和国,
イスラエルなど,われわれにとっては比較
的馴染みの少ない国の研究者の論文 もある。
論文の内容については,一つ一つを取 り
上げて紹介する余裕はないが,創刊号なら
びに最近6年 間 に掲載 された論文152編
(本年最終分Vol.14,No.4は含 まない)
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について,出 現頻度の高 いキー ワー ドを抽
出すると以下の ようにな る。
CAD(computer-aideddesign),design
process,methodology,.designmethod,
designeducation,engineeringdesign,
architecturaldesignなどである。 これ ら
に次 ぐもの としては,designknowledge,
designtheory,publicparticipation,
model,creativity,artificialintelligenceo
さ ら に は,problemsolving,software
design,protocolanalysis,productde-
sign,mechanicaldesign,conceptualde-
sign,designmanagementなどが上 げ ら
れる。
頻度高 く現れるキー ワー ドか らも容易 に
推察 され るように,デ ザイ ン過程への コン
ピ ュー タの援用 に言及 す る ものが 多 く,
CADに ついての研究 は,い まだ に盛んで
ある。 しか しなが ら,CGやdraftingに関
するものは少 ない。その関心 は,デ ザイ ン
あるいはデザ イン活動 についての理論 的,
論理的な考察 にある。その結果,す べ てが
論理的 に処理で きるものでないことも明 ら
かになって くる。 あるいは,デ ザイ ン過程
にコンピュータを使 うことに伴 う問題点 の
解明,指 摘に も及ぶ。 その ようなことか ら,
あらためてデザイ ンの過程,そ の方法,な
らび に,理 論,知 識 のあらたな構築へ向け
ての研究が多 くなっている。デザインのた
めの人工知能や知識 データ ・ベースの開発
と平行あ るいは表裏 をなす形で,何 が デザ
イ ンの情報 とな り得 るか,デ ザイ ンの問題
とは何か についての考察,あ るいはまた,
デザインにお ける創造性やデザ イナーの思
考 ・行動,そ の認知科学的な考察 について
の研究が多 くなっているの は興味深い こと
である。
コンピュータおよびそのソフ トウェアが
かなりのところまで発達した今日,それを
デザイン過程の定型的は作業に援用するだ
けでなく,デザイン活動の本質的なところ
でコンピュータを活用することに向けて,
デザイン問題の提起や人間の思考や行動の
仕方の考察,研究に焦点が移 りつつあるよ
うに思える。
デザイン過程のプロトコル分析は,デザ
イナーの創造的な活動のあ り方を究明しよ
うとすると同時に,デザイン教育のための
指針を探 ろうとするものでもある。本誌に
掲載されている論文のうち,デザイン教育
に言及しているものが多いのは,執筆者の
多 くが教育関係者であることを反映してい
ることもあるが,デザイン教育のなかでコ
ンピュータを援用しようとするとき,その
創造的な側面をいかに扱うかが重要な課題
であることを示唆しているとも言える。
既存 の専門領域の枠を越 えて 「デザイ
ン」を捉え直そうとして発刊された本誌は,
コンピュータ技術の発達の後にくる今 日の
状況を当初から見越していた と言える。多
種多様な情報を大量に処理することが可能
になったいま,デザインはより拡大した視
野において捉えられるべき段階にきている。
それは,デザインを希薄なものにするので
はなく,それをより深め,充実したものに
するためのものでなければならない。
増山和夫 京都工芸繊維大学
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